
質問回答 

2017年 2月 20日 

 

「【案件名】（各地域内各国）安全評価調査」 

 （公示日：2017年 2月 8日／公示番号：161112、161113、161114、161115、161116、161117、161118）の質問について、以下のとおり回答いたしま

す。 

通番号 当該頁項目 質問 回答 

1 作業計画及び要員

計画 

今回、各案件の別紙（安全評価にかかる候補案件リスト）

中にある全案件を調査及び評価対象として、作業計画及

び要員計画などを準備すべきでしょうか？  

   

 

自然災害や治安上の理由等、やむを得ない事情により

事業が中断・中止されない限りは案件リストに記載の

案件はすべて評価対象です。 

ただし、最終的な調査場所については調査実施時点で

の事業進捗状況に応じ、渡航前に実施する安全管理

部との打ち合わせにて決定し、事務所と現地渡航直後

に最終的な打ち合わせを行うこととします。 

2 作業計画及び要員

計画 

各案件に関しまして、具体的な調査対象はどのように想

定されてらっしゃいますでしょうか？（個々の案件で大小

があるというのは前提では御座いますが。）  

  

案件リストに記載した site for security surveyの地点

の現地調査を行った上で、評価をお願いします。具体

的にはプロジェクトサイトのうち邦人が訪問する事務

所、事業実施現場（工事現場等を含む）、宿舎、事務

所・宿舎と事業実施現場間の移動経路を対象としてく

ださい。なお、事業実施現場が広範囲にわたる場合

は、原則調査時点で邦人が活動する地点の調査を行

うこととしますが、詳細は安全管理部、現地事務所と相

談の上、調査対象地域を決めます。 



3 作業計画及び要員

計画 

上記質問２の２）に関連致しまして、例えば、道路や送電

線事業など、事業実施現場が「線上」に広がる案件は、ど

こまでを調査及び評価対象として想定されてらっしゃいま

すでしょうか？  

既存着手場所のみや、既存・新規を含めて全てなど、こ

ちらも具体的にどこまでを調査及び評価対象として想定

するかで、作業計画及び要員計画等が大きく変動致しま

すので、念のため、  

機構のご意向を伺わせて頂き度、お願い申し上げます。 

２回答をご参照ください。完成済みの道路や送電線区

間等、今後邦人が訪問しない箇所は現地調査対象外

かつ評価対象外です。 

4 P14  

6.調査業務の内容 

 ●帰国後整理作業 

２）において「必用な安全対策措置、現時点で想定される

必要経費の基準順を作成することと」とあり、その後の

「現時点で想定される調査対象国内での機材、サービス

単価に基づく必要経費をまとめる」とありますが、具体例

があれば、何の必要経費なのか教えて頂きたい。 

トラッキング機器を含む通信機器や、個人装備品、治安

情勢の定期レポートなどの一般的な安全対策措置の経

費の事を指しているという想定でしょうか？ 

推奨いただく安全対策強化策に必要な機材、サービス

単価を踏まえ、基準案をご提示願います。施設ハード

面であれば防護壁やフェンス、監視カメラ、通信機器

等、ソフト面であれば定期レポート作成等を含みます。 

5 第 2 仕様書 

II.特記仕様書  

5. 本調査における

留意事項  

（12頁） 

「用意された対象案件リスト及び調査 対象サイトに基づ

いて調査を実施する。」の部分については、リストにある

全ての案件の関連箇所を踏査するという理解で良いでし

ょうか。 

 

２．の回答をご参照ください。 



6 第4 経費積算に係る

留意点 

（27頁） 

 

一般競争入札（総合評価落札方式）一般についてお尋

ねします。 

「見積書作成ガイドライン」にて、その基本的な考え方が

理解いただけるものと考えます。ただし、本件は入札によ

る選定であり、同ガイドライ ンの適用対象外」とのことで

すが、「航空券クラス（航空賃クラス）」の考え方について

も同様と理解してよろしいでしょうか。具体的には、航空

券クラスは学歴年次に基づかなくても良いと考えてよろし

いでしょうか。 

航空券クラスは学歴年次に基づいたものでなくても結

構です。どの従事者にどのクラスを適用するかがわか

る形で入札金額内訳書を作成ください。航空賃は入札

金額内訳書をもとに定める単価（エコノミー、ビジネス

別）をそれぞれの渡航実績に応じて支払います。 

 

以 上 


